
お申し込みは
こちらから

概要

https://form2.jst.go.jp/s/cir_202603_entry_01

※日本化学会春季年会に登録されていない方も
無料でご入場いただけます。

※定員に達しましたら締め切ります。

さきがけ「調和物質変換」の研究成果報告会を開催いたします。
2022年10月に立ち上がりました本領域は、人間社会が地球環境と調和す
るため、物質循環の安定的な分子をエネルギー消費や廃棄物の排出を抑
制しながら、有価値物質に高い選択性で物質変換する研究開発と基礎科
学の創出に挑戦しています。

今回のシンポジウムでは、2022年度採択の10課題の研究成果に加えて、
本領域の最新のトピックスを紹介いたします。
いずれも革新的な研究成果です。ぜひご参加ください。

お問合せ先 国立研究開発法人 科学技術振興機構 戦略研究推進部
さきがけ「調和物質変換」領域
E-mail: jst.presto.matecon@jst.go.jp

３月17日（火）
9:00～15:40（受付開始:8:30～）

日本大学理工学部
船橋キャンパス
14号館1422教室
https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campus/funabashi/

2026年

参加費無料

会場日時

定員 150名

さきがけ
「調和物質変換」
研究成果報告会

https://form2.jst.go.jp/s/cir_202603_entry_01


プログラム

10:50-11:15

11:15-11:40

CO2ナノバブル還元による高効率エタノール合成

芝駿介（仁科マテリアル先端材料研）

nm～kmのシームレスな接続による先制的LC設計評価手法の開発

藤井祥万（東大未来ビジョン研）

9:00- 9:10

9:10-9:35

9:35-10:00

開会挨拶・領域紹介

山中一郎 研究総括（東京科学大院物質理工）

リン酸態リンのアップサイクル物質変換

永縄友規（産総研材料・化学）

炭素循環構築に資する選別-
リサイクル一貫技術評価・開発指針提示基盤の開発

大野肇（東北大院環境科学）

10:00-10:25 選択的H+伝導膜に基づくNH3電解合成の手法確立と経済性検証

小川敬也（京大院エネルギー科学）

10:25-10:50 ナノ電気化学-ラマン分光の同時計測オペランド顕微鏡の開発

熊谷明哉（千葉工大工）

第一部 座長：松岡 孝司（ENEOS中央研）

第二部 座長：深谷 訓久（産総研材料・化学）
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基調講演 寺村謙太郎（京大院工）
「光と水、そして触媒が織りなすCO2再資源化」

13:00-13:40

14:05-14:30 固体触媒を対象とした固体 DNP-NMR 表面構造解析の
基盤技術開発

永島裕樹（産総研材料・化学）

13:40-14:05 金属ナノ触媒の階層設計による従来有機合成を脱却する
未踏反応開発

谷田部孝文（東大院工）

第三部 座長：武脇 隆彦（三菱ケミカル）

14:55-15:20 ゼロエミッション酸化反応の開発

内田竜也（九大基幹院）

14:30-14:55 光エネルギーを利用した温和な条件で進行する
アルカンメタセシス反応の開発

三ツ沼治信（東大院薬）

第四部 座長：依光 英樹（京大院理）

15:20-15:40
閉会挨拶

山中一郎 研究総括（東京科学大院物質理工）
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